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日時：2020年 6 月 28 日（日）10:00～12:00 

     実施方法：新型コロナウィルス感染対策のためオンライン会議を実施  

 

日本パーソナリティ心理学会第 137回常任理事会議事録 

 

出席：渡邊芳之理事長、松田英子副理事長、北村英哉、尾見康博、加藤 司、小塩真司、 

森津太子、中村 真 

欠席：向田久美子 

※第 29回大会準備委員会を代表して高坂康雅委員長が準備状況報告および各種打合わせの

ため出席（「報告事項」のみの出席） 

 

報告事項 

Ⅰ 理事長挨拶 

Ⅱ 各種委員会報告 

1 機関誌編集委員会（加藤委員長） 

（１） 審査状況 

第 28巻第 3号が 3月第 1週に配布された旨の報告があった。また、第 29巻第 1号が 

7月第 1週に原著 1篇、ショートレポート 9篇を掲載して配布される予定である旨の報告

があった。第 29巻第 2号については、原著３篇、ショートレポート５篇が採択されてい

るとの経過報告があった。 

 

（２）審査状況 

 以下の表の通り，審査状況について報告があった。 

月 採択 審査中 修正中 不採択 取下 投稿数 

4 6 10 11 5 1 10 

5 2 11 9 4 1 2 

6 1 12 6 3 1 3 

7 7 10 5 3 1 7 

8 0 11 10 0 0 6 

9 0 18 10 1 1 12 

10 4 12 14 2 0 8 

11 3 18 6 3 1 6 

12 3 10 13 4 0 3 

1 1 18 4 3 1 6 

2 7 8 8 3 1 5 

3 0 20 4 2 1 13 

4 2 16 8 3 1 9 

5 1 17 10 3 0 8 

6 8 16  ５  1 1  1 
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2 広報委員会（森委員長） 

 （１）活動報告について 

  ウェブサイトの更新，メールニュースの配信などの活動内容が報告された。 

 

（２） YPPについて 

 第 29 回大会のオンライン開催への変更を受けて、YPP2020 についても別紙の通り修正

された企画書が示され、準備進捗状況について説明があった。 

 

（３） 旧 HPのコンテンツについて 

 森委員長より、現 HPにリニューアルされる前の旧コンテンツが残っていることに関す

る問題点について説明があった。これらを削除するのは膨大な時間・費用が掛かるが、旧

ページにある古いメルアド宛てにメールが届き困っているので何とかしてほしいとの要望

がある。そこで、現在のウェブ更新委託先の業者と協議した結果をふまえて、以下の①②

の解決策が提案された。 

① 旧「心理尺度の広場」にアクセスしようとしたら、新ページにリダイレクトされるよ

うに設定を変更する。 

② ①に加え、連絡先を変更（または削除）してほしい旨の連絡を受けた場合、旧ページ

の当該アドレスを削除するだけではなく、マニュアルと尺度も削除する。 

審議の結果、この提案が承認され、当面はこれに従って対応していくことを申し合わせ

た。 

 

Ⅲ 日本心理学諸学会連合 

渡邊理事長より、選挙が行われ役員候補者が選出されたこと、今後、互選により理事会の

役員が正式に決まる旨の説明があった。 

 

Ⅳ 第 29回大会準備状況および関連する検討事項について 

１ 準備進捗状況 

高坂準備委員長より、以下の通り準備状況等の報告があった。 

・ポスター発表 73件（確定） 

・現在の予約参加者 96名（9月 7日まで受け付け） 

・自主シンポは行わない 

・当日参加は受け付けない 

 

２ 大会運営等 

 大会運営について、高坂準備委員長を中心に意見交換を行い、以下の通り申し合わせた。 

・zoomを利用して総会、講演を行う 

・経常的研究交流委員会主催の海外招聘講演は、動画配信で行い、質疑応答は小塩委員長

が対応する予定 

・Remoを利用して、ポスター発表、懇親会を行う 
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・懇親会の内容は、挨拶（理事長、大会準備委員長、学会賞受賞者など）を軸に構成する 

・MPPについては、開催の意義が薄いので今回は見合わせる方向で検討する 

・学会賞および奨励賞の表彰は、総会で行う 

・YPPについては、広報委員会の提案通り開催に向けて準備を進める（zoomを使用して

大会前日に開催、前日分の zoomアカウントを発行してもらう） 

・理事会は、大会前日（14:30～16:00）に開催することとし、zoom の URL を高坂準備

委員長から中村事務局長に転送してもらって運用する 

・出版社の出店については、費用を徴収しない方向で出店を検討する 

・高坂先生に負担が掛からない範囲で、会員同士の交流の場や、理事長と自由に話せる場

を設けることを検討する 

 

３．大会発表賞 

大会発表賞の審査については、松田副理事長を中心にして、以下の通り進めることを申

し合わせた。 

・一次審査は、発表抄録を対象に理事が行い、二次審査に進んだ人（５～10 本見込み）

にポスター作成を依頼する 

・ポスターは提示のみとし、提出は求めない 

・二次審査は、大会参加者の投票により行う（当日ポスターを見てもらった後、投票） 

・二次審査の集計結果を後日常任理事会に諮り、受賞者を決定する 

・表彰式は翌年度大会の懇親会で行う 

・以上の実施方法を今大会のみの特例とするかどうかは実施状況を見て判断する 

 

審議事項 

 

Ⅰ 財務関連事項 

2019 決算（監査・押印済み）について、尾見財務担当常任理事から監査報告があり、追

認された。次いで、2020年度予算案について説明があり、審議の結果、承認された。 

 

Ⅱ 学会賞選考について 

北村学会賞選考委員長より、学会賞および奨励賞の審査結果について説明があった。審議

の結果、学会賞選考委員会の提案が承認され、以下の通り、学会賞（2点）および奨励賞（1

点）を決定した。 

【学会賞】 

・「辞書研究に基づく対人特性語の構造の検討」（橋本 泰央, 小塩 真司） 

・「学生のひきこもり傾向とエフォートフル・コントロールの関連における注意バイアス 

の影響」（小橋 亮介） 

 【奨励賞】 

 ・「日照時間とパーソナリティ――外向性と神経症傾向の地域差に注目して」（吉野 伸哉, 

下司 忠大, 小塩 真司） 
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Ⅲ 会員の入退会に関する件 

 事務局より別紙の通り，新入会希望者 30名（ML審議にて承認済み 27名を含む），退会

希望者 39名の一覧表が示され，審議の結果，承認された。併せて，宛先不明者について報

告があった。 

以上の承認を受けて、2020 年 6 月 26 日現在、会員総数は 909 名である。内訳は、一般

会員 684名、院生会員 211名、学生会員 3名、名誉会員 8名、賛助会員 3名。 

 

Ⅳ 第 136回常任理事会議事録の件 

議事録案が示され、審議の結果、承認された。 

 

Ⅴ 次回常任理事会の日程について 

8月 16日（日）10:00よりオンライン会議方式で実施することを申し合わせた。 

 

以上 


